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pheochromocytoma PC12 cellを用いて、ビスフェノールAの膜受容体、膜チャネルを介する作用を検討した。 
 ビスフェノー ルAをPC12 cellに曝露するとドパミン放出が生じた。このビスフェノールAによるドパミン放
出は N型カルシウムチャネル拮抗薬（ω-conotoxin GVIA）で阻害された。続いて、Calcium induced calcium 
release（CICR）の関与を調べる為にリアノジン受容体阻害剤（ryanodine、ruthenium red）を用いると、ビス
フェノールAによるドパミン放出が阻害された。RT-PCRで2型リアノジン受容体のPC12celでの存在を確認し
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